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　1.  震災直後の石巻市の交通状態�

2.  プローブデータを用いた交通状態推定�

震災直後(15:00-15:15)の 
石巻市中心部の渋滞状況	


石巻街道・女川街道の 
リンク速度の時間推移	


プローブ車両・スマートフォンGPSデータは震災当日の渋滞発生箇所，継続時間，そしてその驚異的な渋滞
長を明らかにした．この結果は震災直後から面的に石巻中心部のリンク通過速度が低下し，それが3時間以上
も継続したこと，石巻街道・女川街道の低リンク速度が20kmにわたって続いていたことを示している． 

赤色のリンクはリンク速度が4km/hのリンクを示している． 
4km/hとは徒歩速度と同レベルの速度であり，震災直後の 
石巻中心部がそれだけ悪化していたことを示している．	


図　交通シミュレーションモデルによる渋滞発生状況の再現結果　H24.12.7（17：50時点） 

石巻街道や女川街道といった東西を結ぶ道路は 
長期間にわたって速度低下が見られた．	


道路感知器や震災後のヒアリングによる石巻中心部の渋滞状況	
 石巻市中心部の震災後の渋滞の写真	


図　宮城県警による震災後の石巻中心部の渋滞状況 

プローブカーやスマートフォンGPSにより得られた人や車の移動データから災害時の渋滞状況の実態を
直接把握することが可能になっている．今後，新たな災害発生時に交通状況をリアルタイムで明らかに
し，その情報を人々に提供することで，効率的な避難に役立てることができる． 

従前の道路感知器データやヒアリングにより，宮城県石巻市中心部では震災後に甚大な渋滞が発生したことが記録されて
いる．しかし，それらの渋滞がどのように発生したのか，その渋滞はどれくらいの時間継続したのかを示すデータは従前の
センサーデータには残されていなかった． 
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図　震災後の石巻バイパスの様子 

inunda!on height (m)

6

20 –40km/h
40 –50km/h
over 50km/h

under 4 km/h
4 –10km/h
10 –20km/h

0

10

20

30

40

50

60

70

80

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

Time

Average road speed [km/h]
Onagawa Kaido Street (from Onagawa to central Ishinomaki)

Ishinomaki Kaido Street (in central Ishinomaki)

Ishinomaki Kaido Street 

(from central Ishinomaki to Higashimatsushima)

Earthquake occurred
(14:46:18)

:00 :00 :00 :00 :00 :00 :00 :00 :00 :00 :00 :00 :00 :00

Tsunami hitted
in central Ishinomaki
(15:45)


